
広報ふらの広報ふらの

1111月号月号
NovemberNovember
20192019
No.698No.698

ふらの演劇祭 富良野市表彰
シニア世代の
ジョブスタイル

へそとスキーとワイン
のまち

へそとスキーとワイン
のまち P . 2 P . 6 P . 12

心
の
豊
か
さ
と
感
動
を

心
の
豊
か
さ
と
感
動
を

地域で育ち輝きを
発信する

富良野の演劇文化

富
良
野
を
拠
点
に
活
動
す
る

富
良
野
を
拠
点
に
活
動
す
る

富
良
野
塾
Ｏ
Ｂ
ユ
ニ
ッ
ト

富
良
野
塾
Ｏ
Ｂ
ユ
ニ
ッ
ト  

公
演
公
演

『
愛
の
書
く
物
語
』
（

『
愛
の
書
く
物
語
』
（
1 01 0
・・
2 62 6
〜〜
2 82 8
））



222019-11　2019-11　FuranoFurano

２
４
３
人
が
出
演　

　

第
17
回
ふ
ら
の
演
劇
祭
が
10
月
12

日
か
ら
14
日
の
３
日
間
、
富
良
野
演

劇
工
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
中

学
校
7
校
（
市
内
６
校
）、
こ
と
ぶ

き
大
学
、
市
民
劇
団
の
９
団
体
が
参

加
し
、
総
勢
２
４
３
人
が
出
演
。
舞

台
で
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
す

べ
て
の
世
代
の
出
演
者
が
大
き
な
か

け
声
を
響
か
せ
て
役
を
演
じ
ま
し

た
。豊

か
な
表
情
を
演
出

　

ふ
ら
の
演
劇
祭
に
出
演
す
る
学
校

や
市
民
団
体
は
、
富
良
野
塾
Ｏ
Ｂ
の

俳
優
か
ら
演
技
指
導
を
受
け
ま
す
。

声
の
出
し
方
や
動
き
方
の
表
現
を
教

わ
る
こ
と
で
、
見
せ
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
豊
か
な
表
情
へ
と
変
化
し
て

い
き
ま
す
。

　

総
合
演
出
は
太
田
竜
介
さ
ん
（
富

良
野
塾
Ｏ
Ｂ
・
演
劇
工
場
長
）。
舞

台
監
督
、
照
明
、
音
響
な
ど
演
劇
工

場
の
プ
ロ
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
工
夫
を
重
ね
、
完
成
度
の
高

い
舞
台
を
演
出
。

　

自
分
の
役
に
な
り
切
り
、
堂
々
と

し
た
演
技
を
見
せ
る
出
演
者
た
ち

に
、
満
員
の
観
客
は
笑
顔
と
大
き
な

拍
手
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

4

3

2
1

5
6

7
8

７・８・９_扇山小学校　4年生 28人
　担当教諭　原田 真美さん（扇山小）
　演技指導　水津　聡さん（富良野ＧＲＯＵＰ）

４・５・６_東小学校　4年生 30人
　担当教諭　今井 美希さん（東小）
　演技指導　松本 りきさん（富良野ＧＲＯＵＰ）

１・２・３_富良野小学校　4年生 67人
　担当教諭　太田 圭一さん（富小）
　演技指導　太田 竜介さん（演劇工場長）

ふらの演劇祭 ―― フォトリポート ――
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す
べ
て
の
世
代
の
市
民
が
創
る　

ふ
ら
の
演
劇
祭

佐々木 俠羅さん

=樹海中学校・３年＝

石上 向日葵さん

=東小学校・４年＝

　「口をハキハキ開けてリアル
感を出すように」と教えてもら
い、笑わせる感じで面白く逃げ
るように工夫しました。お客さ
んが笑って喜んでくれると自分
も楽しくなるので、来年はもっ
と良い演技をしたいです。

　役を演じて難しかったのは暗
い感情を出すことです。セリフ
の間を開けて役になり切るよう
にしました。演劇で教わった「相
手との言葉のキャッチボールの
大切さ」は、日常で友達との会
話に生かしたいと思います。

10・11・12_麓郷中学校　全校生徒 8人
　担当教諭　畠山 忠久さん（麓郷中）
　演技指導　森上 千絵さん（富良野ＧＲＯＵＰ）

17

9

10

11

12

13
14

15

16

13・14・15_布部小中学校　全校児童生徒 16人
　担当教諭　伊藤 静香さん（布部小）
　演技指導　東　誠一郎さん（富良野ＧＲＯＵＰ）

16・17_樹海中学校　全校生徒 18人
　担当教諭　吉田 雅風さん（樹海中）
　演技指導　久保 隆徳さん（富良野ＧＲＯＵＰ）
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演
劇
祭
で
は
こ
と
ぶ
き
大
学
と
中
学
生
を

指
導
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
は
小
学
生
と
違

い
、
引
い
て
し
ま
う
子
も
い
ま
す
が
、
ど
こ

か
で
自
分
を
表
現
し
た
い
と
か
何
か
を
伝
え

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
も
の
を
、
う
ま

く
引
き
出
せ
る
よ
う
繊
細
に
見
て
い
き
ま

す
。
投
げ
か
け
た
言
葉
に
ど
ん
な
反
応
を
す

る
の
か
を
良
く
見
て
、「
乗
っ
か
っ
た
な
、

自
分
か
ら
や
り
た
い
な
」
と
い
う
表
情
が
あ

れ
ば
、
そ
の
瞬
間
を
拾
っ
て
い
く
こ
と
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
全
然
声
が
出
な
い

子
で
も
、
経
験
を
積
む
こ
と
で
少
し
ず
つ
自

信
を
持
ち
始
め
、
思
っ
て
い
る
以
上
に
声
が

出
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。

　

平
成
26
年
か
ら
富
良
野
高
校
の
選
択
科
目

「
表
現
科
」
で
、
非
常
勤
講
師
を
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
選
択
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
て
、
今

年
は
30
人
で
す
。
小
学
生
か
ら
演
劇
に
親
し

ん
で
い
る
せ
い
か
、「
演
劇
が
当
た
り
前
」
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
授
業
で
は
、
言
葉
や

感
情
を
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
す
る
「
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
演
劇
的
手
法
で
教
え

て
い
ま
す
。
授
業
の
中
で
変
化
し
て
い
く
生

徒
た
ち
を
見
て
、
高
校
の
先
生
方
も
こ
の
授

業
の
必
要
性
を
感
じ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
学

校
で
見
て
い
る
と
、
自
分
か
ら
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
前
よ
り
苦
手
で
は
な
く
な
っ
て
き
た

子
や
、
人
前
に
立
っ
て
堂
々
と
自
分
の
言
葉

と
し
て
話
せ
る
子
が
増
え
、
お
芝
居
や
表
現

活
動
の
よ
う
に
「
自
分
を
出
し
て
い
る
」
と

感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
日
常
の

中
で
生
徒
た
ち
が
成
長
し
て
い
く
変
化
が
見

ら
れ
る
の
は
一
番
う
れ
し
い
で
す
。

　

平
成
28
年
か
ら
は
「
学
校
教
育
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
推
進
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト

し
、
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
の
俳
優
が
市
内
全

小
中
学
校
で
指
導
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、

ほ
か
の
ま
ち
に
は
な
い
富
良
野
市
の
特
別
な

取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　

演
劇
工
場
が
で
き
て
19
年
。
次
の
目
標
は

「
日
常
の
中
に
あ
る
演
劇
」
で
す
。
大
人
を

対
象
に
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、「
自
分
の
態
度
が
相

手
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
」
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。
舞
台
の
上
で

演
じ
る
よ
う
に
、
話
す
相
手
に
よ
っ
て
変
わ

る
自
分
を
「
演
じ
る
」
こ
と
が
で
き
れ
ば
日

常
が
変
化
し
ま
す
。
そ
う
い
う
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

近
い
う
ち
に
や
り
た
い
の
は
「
ア
ク
タ
ー

ズ
ア
ン
ダ
ー
21
」。
富
良
野
近
郊
の
21
歳
以

下
の
若
者
で
何
か
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
学
校
の
垣
根
を
越
え
て
、、
何
を
し

て
良
い
か
分
か
ら
な
い
子
、
学
校
に
行
く
の

が
嫌
だ
け
ど
誰
か
と
一
緒
に
い
た
い
子
、
役

者
で
な
く
て
も
、
物
を
作
っ
た
り
音
を
出
す

の
が
好
き
と
い
う
子
。
そ
う
い
う
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
る
場
所
で
も
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

高
校
で
表
現
を
や
り
た
い
と
か
、
将
来
は

プ
ロ
を
め
ざ
し
た
い
と
か
、
自
分
の
少
し
上

の
先
輩
や
同
じ
世
代
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま

り
、
自
分
た
ち
で
脚
本
を
選
ん
だ
り
演
出
す

る
―
―
。
表
現
や
演
劇
を
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
中
高
生
の
窓
口
を
つ
く
り
、
演
劇
を

も
っ
と
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

やりたいという気持ちを引き出し、その瞬間を拾う

樹海中学校の演技指導

ふらの演劇祭　それぞれの思い――

演技指導 久保 隆徳さん

=富良野GROUP・俳優＝

市民劇団
　「へそ家族」 18人

作・演出　樋口 一樹さん
　（演劇工場事務局次長）
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演
劇
の
魅
力
は
、
相
手
と
関
わ
っ
た
こ
と

で
化
学
反
応
の
よ
う
な
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

る
こ
と
。
同
じ
役
で
も
相
手
に
よ
っ
て
変
わ

る
の
が
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
た
ち

を
見
て
い
る
と
本
当
に
そ
う
い
う
も
の
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
本
番

に
な
る
と
集
中
し
て
み
ん
な
の
た
め
に
真
剣

に
や
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
ま
で
見
せ
た
こ
と

の
な
い
表
情
が
出
る
の
で
、
さ
ら
に
輝
い
て

素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

指
導
す
る
と
き
は
、
子
ど
も
た
ち
の
想
像

力
を
引
っ
張
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
暑
か
っ
た
ら
ど
ん
な
ふ
う
に
な
る
？
」

と
聞
く
と
、「
あ
お
い
だ
り
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

パ
タ
パ
タ
す
る
ー
」
と
答
え
て
く
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
出
て
き
た
表
現
を
膨
ら
ま

せ
て
拾
う
こ
と
で
、「
楽
し
か
っ
た
」
と
い

う
満
足
感
に
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
最
高
で
す
。

　

５
年
前
か
ら
、
富
良
野
高
校
の
非
常
勤
講

師
で
表
現
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
当
時
小

学
４
年
生
の
子
が
高
校
生
に
な
り
、
学
校
祭

で
芝
居
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
見
ら
れ
る
の
が
本
当
に
う

れ
し
い
で
す
。

　
「
富
良
野
は
演
劇
の
ま
ち
」
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
学
芸
会
の
劇
に
力
が
入
っ
て
い
ま

す
。
演
劇
を
通
し
て
表
現
の
楽
し
さ
や
「
み

ん
な
で
ひ
と
つ
の
も
の
を
つ
く
る
」
と
い
う

楽
し
さ
、
そ
れ
を
お
客
さ
ん
に
見
て
も
ら
え

る
と
い
う
楽
し
さ
、
い
ろ
ん
な
視
点
で
楽
し

さ
を
感
じ
、
演
劇
が
身
近
な
存
在
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

　

将
来
、演
劇
を
し
な
く
て
も
、人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と
き
に
、
演
劇
の
力

が
結
び
つ
い
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。 東小学校４年生の演技指導

演劇の魅力は仲間と感動を共有できるところ

演技指導 松本 りきさん

=富良野GROUP・俳優＝

今　靖直さん

= こ と ぶ き 大 学 ＝

　演劇祭は３回目です。演
劇は対話式なのでセリフを
忘れると大変です。忘れた
ときはアドリブでごまかしま
すが、「ほとんどアドリブで
すね」と笑われます。講師

の久保さんからは、体の動かし方を教えてもらえるの
で、より演劇っぽくなります。動きがつくと、役になり
切って気持ちよく演じられるようになるんです。演劇
祭が終わると「またやろう」という仲間意識と一体感
が生まれます。その喜びが次につながっています。

ことぶき大学
　富良野校　８人

演技指導　久保 隆徳さん
　（富良野ＧＲＯＵＰ）

新居 美空さん
（富良野高校・１年）

=市民劇団「へそ家族」 ＝

　市民劇団は小学４年生の
ときに母と一緒に入団しま
した。高校でも演劇同好会
に入っていて、今年の高文
連では全道大会に出場しま
す。演劇祭は６回目です。

今回は自分の進路に悩む高校 3年生の役で、複雑な
心情を表現するのが難しく、何度も台本を読み込み
一つ一つのセリフを深く考えて演じました。演劇は
普段の自分とは全然違う役を演じたり、同じセリフ
でも人によって役が変化するところが楽しいです。

す
べ
て
の
世
代
の
市
民
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令
和
元
年
度　

富
良
野
市
表
彰

　

富
良
野
市
表
彰
は
、
自
治
・
経
済
・
福
祉
・
教
育
な
ど
、

市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
、
市
民
の
模
範
と
な
る
個
人
ま

た
は
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

※
敬
称
略
。
年
齢
は
、
８
月
１
日
現
在

総務課
拶 39 － 2300

市民協働課
拶 39 － 2311

問い合わせ先

【富良野市表彰 自治功労】

岡野 孝則（68 歳）

　平成 15年、富良野市議会議員に当選し４
期 16年の間、保健福祉委員会委員長、総務
文教委員会委員長、議会広報特別委員会委員
長、予算特別委員会委員長などを歴任しまし
た。平成 30年からは議会選出の監査委員を
務め、市の自治振興発展に尽力されました。

【富良野市表彰 保健医療功労】

渡部 秀雄（75 歳）

　平成 4年に渡部医院院長に就任。平成 7
年からは富良野医師会で監事と理事を歴任し
ました。地域医療では、市民のかかりつけ医
として訪問医療を積極的に取り組み、在宅医
療を実践したほか、学校医を 24年間務める
など、市の保健医療に尽力されました。

【富良野市表彰 公益貢献】

浅田 正俊（70 歳）

　令和元年９月、高齢者ドライバーが生き生
きと運転できるような社会基盤整備のため
に、１千万円を市に寄附し、交通事故の防止
や高齢者車輌運転事故の対策に貢献されまし
た。
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文化団体協議会 表 彰 ※敬称略

　平成６年に設立し、同年の中央公民館まつりで筝
曲桐音会との合同出演をきっかけに富良野圏域で広
く活動をはじめました。福祉施設や町内会、ふれあ
いサロンなど、参加者に歌詞を配り一緒に歌う、参
加型の慰問活動を年間 30 回以上行うほか、山部、
東山、富良野の３地区で文化祭にも参加しています。

【文化団体協議会表彰　 文化功労】

大正琴 美音の会

各表彰式
富良野市功労者・貢献者表彰式
と　き　11月３日日　午前11時
ところ　市役所大会議室
問合せ　総務課（拶39－2300）

富良野市文化団体協議会
文化功労賞・奨励賞贈呈式
と　き　11月３日日　午後１時
ところ　文化会館大ホール
問合せ　市民協働課（拶39－2311）

　富良野歌謡連盟として
活動をはじめ、「ＮＨＫ
元気です北海道」「女の
のど自慢」に出場したほ
か、カラオケ大会でも
数々の賞を受賞。平成
20 年に「カラオケうぐ
いす会」を設立。福祉施
設への慰問のほか、文化
祭出場や沿線の文化団体
交流活動にも積極的に参
加しています。

【文化団体協議会表彰　文化奨励】

石田 圭子（79 歳）

　山部菊の会会員として
展示会の開催や出品のほ
か、品種改良などの研究
にも積極的に活動。山部
文化協会では役員として
26 年間、団体運営の中
心的な役割を担ってきま
した。地域行事にも積極
的に参加し、地域との技
術・親睦交流を重ね、山
部地区の文化振興に貢献
しました。

【文化団体協議会表彰　文化功労】

山口　博（74 歳）

　昭和 49年に吹奏楽連盟富良野支部を結成し、平
成２年から富良野地区吹奏楽祭を開催。平成 10年
に富良野地区吹奏楽連盟と名称を改め、平成 14年
からは経費自己負担で吹奏楽祭の開催を断続してい
ます。吹奏楽技術も年々向上し、コンクールでは東
日本大会で金賞を受賞するなど、地域の吹奏楽活動
に貢献しています。

【文化団体協議会表彰　 文化奨励】

富良野吹奏楽連盟
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成
年
後
見
制
度
の

　

利
用
を
お
手
伝
い 

　

富
良
野
市
で
は
、
身
近
に
相
談
で
き
る
場
所
を
設
置
し
、
成
年
後
見

制
度
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
富
良
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
事

業
を
委
託
し
て
、「
富
良
野
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

福祉課福祉課
拶拶 39 － 2211

問い合わせ先

成年後見制度は、認知症、知的障がい、精神障がいなどで、判断能力が
十分ではない方が、不利益を被らないように、本人の権利や財産を守る
ための制度です。成年後見人などが本人の意思を尊重し、その人にふさ
わしい生活が送れるようお手伝いします。

　

法
定
後
見
と
任
意
後
見

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、
法
定
後
見

制
度
と
任
意
後
見
制
度
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　

法
定
後
見
制
度

　

本
人
や
家
族
な
ど
が
家
庭
裁
判
所

に
申
し
立
て
、
後
見
人
が
選
任
さ
れ

ま
す
。
本
人
の
判
断
能
力
に
よ
り
、

「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の
３
種

類
に
分
類
さ
れ
、
医
師
の
診
断
書
に

も
と
づ
い
て
家
庭
裁
判
所
が
判
断
し

ま
す
。

　

任
意
後
見
制
度

　

将
来
、
自
身
の
判
断
能
力
が
低
下

し
た
と
き
に
備
え
、
財
産
の
管
理
や

施
設
へ
の
入
所
な
ど
を
、
自
分
に
代

わ
っ
て
行
う
人（
任
意
後
見
人
）を
あ

ら
か
じ
め
選
び
、
公
証
役
場
で
そ
の

内
容
と
方
法
を
契
約
す
る
制
度
で
す
。

分類 後　見 保　佐 補　助

本人の状態
判断能力がほとんどな
く、日常の買い物が一
人では困難

判断能力が衰えてい
て、買い物はできるが、
財産管理や契約は困難

判断能力が不十分で、
財産管理や契約を一人
で行うのが不安

支援する人 成年後見人 保佐人 補助人

職　務
本人の生活、療養看護
や財産管理に関する事
務

家庭裁判所に付与された代理権、同意権・取消
権の範囲で、本人の生活、療養看護や財産管理
に関する事務

判断能力判断能力なしなし ありあり
法定後見制度の概要
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　成年後見制度に関する相談窓口

富良野市権利擁護センター「いちい」
〒 076-0057　富良野市住吉町 1番 28 号

富良野市社会福祉協議会内

【相談受付】 月曜日～金曜日（祝日・年末年始は休み）　
午前８時 30 分～午後 5時 15 分
相談電話　拶拶 39 ｰ 2215　
糸 soudan@furano.ne.jp

どんなときに利用できる？

　

成
年
後
見
人
に
は

　

ど
ん
な
人
が
な
る
の
？

　　

家
庭
裁
判
所
が
本
人
に
と
っ
て
誰

が
最
善
か
を
考
え
選
任
し
ま
す
。
成

年
後
見
人
に
選
ば
れ
る
の
は
、
本
人

の
親
・
兄
弟
姉
妹
な
ど
の
親
族
や
、

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士

な
ど
の
専
門
職
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
の
法
人
で
す
。

　

成
年
後
見
人
は

　

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　　

本
人
の
心
身
の
状
態
や
生
活
状
況

に
配
慮
し
な
が
ら
、
金
銭
や
不
動
産

な
ど
の
財
産
管
理
や
、
施
設
に
入
所

す
る
と
き
の
契
約
や
介
護
契
約
を
し

ま
す
。

　

成
年
後
見
人
が
で
き
な
い
こ
と

　　

毎
日
の
買
い
物
・
食
事
の
世
話
・

身
体
の
介
護
、
入
院
や
入
所
・
賃
貸

借
の
保
証
人
や
身
元
引
受
、
治
療
や

手
術
・
延
命
治
療
・
臓
器
提
供
な
ど

の
同
意
は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

知的障がいを持つ子どもがこの先
一人で生活していけるか心配

認知症の親が
布団や健康器具を契約して困る

認知症の親の不動産を売却し
施設の入所費用に充てたい

JR富良野駅

いちい協会病院

至旭川 エーコープ
春日店 ●
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
結
果

―
― 

富
良
野
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計（
案
）―
―

　

８
月
15
日
か
ら
９
月
４
日
ま
で
「
富
良
野
市
新
庁
舎
建
設
基
本

設
計
（
案
）」
に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
、
50
件
（
11
人
）
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
主
な
意
見
の
概
要
と
市
の
考
え
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
山
部
・
東
山
支
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
す
べ
て
の
結
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

財政課財政課
拶拶 39 － 2306

問い合わせ先

● 

設
計
の
基
本
方
針　

　

富
良
野
ら
し
さ

【
意
見
】
富
良
野
ら
し
さ
が
見
え
な

い
。
機
能
面
で
は
工
夫
さ
れ
て
い

る
が
、
富
良
野
ら
し
さ
を
外
観
や

内
観
に
取
り
入
れ
市
民
が
親
し

み
や
す
い
新
庁
舎
と
す
る
た
め

に
、
外
観
に
は
周
辺
の
植
樹
を
増

や
し
、
玄
関
に
森
の
樹
木
カ
ラ
ー

を
取
り
入
れ
、
外
観
色
を
活
か
す

一
層
の
工
夫
が
必
要
。
内
観
に
は

（
仮
称
）
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に
木

を
多
用
し
、
市
の
花
・
木
・
鳥
な

ど
の
小
動
物
の
大
き
な
写
真
パ
ネ

ル
を
設
置
（
倉
本
聰
さ
ん
の
点
描

画
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
）
、
ま

た
、
や
す
ら
ぎ
や
癒
し
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ

を
流
し
、
（
仮
称
）
子
ど
も
の
遊

び
場
に
丸
形
の
ス
テ
ン
ド
ガ
ラ
ス

窓
で
建
物
に
や
わ
ら
か
さ
を
出
す

手
法
も
考
え
ら
れ
る
。

【
回
答
】
新
庁
舎
は
基
本
計
画
に
も

と
づ
き
、
建
設
テ
ー
マ
の
「
人
、

ま
ち
、
自
然
を
つ
な
ぎ
、
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
へ
つ
な
ぐ
庁
舎
」

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

全
体
的
な
考
え
と
し
て
、
「
人
と

人
、
人
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
庁
舎
」

と
な
る
よ
う
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
が
気
軽

に
訪
れ
て
集
え
る
（
仮
称
）
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
や
、
次
世
代
の
子
ど

も
た
ち
を
育
む
（
仮
称
）
子
ど
も

の
遊
び
場
な
ど
の
市
民
活
動
エ

リ
ア
を
設
け
、
吹
き
抜
け
空
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
イ
ド
や

ガ
ラ
ス
を
用
い
、
明
る
く
開
放
的

な
空
間
と
し
ま
す
。
ま
た
、
富
良

野
の
豊
か
な
「
自
然
を
つ
な
ぐ
庁

舎
」
と
な
る
よ
う
、
周
辺
環
境
に

配
慮
し
、
建
物
は
シ
ン
プ
ル
な
形

と
し
高
さ
を
抑
え
、
富
良
野
の
自

然
と
調
和
し
た
外
観
と
し
ま
す
。

な
お
、
富
良
野
ら
し
さ
を
外
観
や

内
観
に
取
り
入
れ
る
た
め
、
ご
提

案
の
内
容
を
今
後
の
実
施
設
計
で

検
討
し
ま
す
。

● 

平
面
計
画

　

１
階
市
民
活
動
エ
リ
ア

　

２
階
市
民
窓
口
エ
リ
ア

【
意
見
】
市
民
ロ
ビ
ー
にFree 

W
iFi

を
設
置
し
、
小
中
学
生
や

高
校
生
の
健
全
な
た
ま
り
場
に

な
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
ご
提
案
の
と
お
り
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
対
応
す
る
た
め
、

情
報
通
信
設
備
と
し
て
配
管
を

設
置
し
ま
す
。
１
階
の
（
仮

称
）
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
は
、
児

童
生
徒
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
や
居

場
所
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
基

本
設
計
に
は
次
の
と
お
り
わ
か

り
や
す
く
記
載
し
ま
す
。

〈
修
正
内
容
〉
【
13
頁　

13 

設
備

計
画　

(

２)

情
報
通
信
設
備　

構

内
情
報
通
信
網
設
備
】

（
修
正
前
）
空
配
管
を
設
置
（
機
器

及
び
配
線
は
別
途
工
事
）

（
修
正
後
）
有
線
用
及
び
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
用
の
空
配
管
及
び
Ｌ
Ａ

Ｎ
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
設
置
（
機

器
及
び
配
線
は
別
途
工
事
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
注
】
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
と
は
、

電
気
設
備
の
接
続
の
こ
と
。

【
意
見
】
１
階
か
ら
２
階
へ
上
が
る

階
段
は
古
い
デ
ザ
イ
ン
の
感
じ
が

す
る
。
こ
れ
か
ら
の
用
途
に
あ
っ

た
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
ほ

し
い
。

【
回
答
】
大
階
段
は
、
２
階
市
民
窓

口
エ
リ
ア
へ
の
市
民
の
動
線
に
配

慮
し
て
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
大
階
段
は
１

階
（
仮
称
）
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
と

２
階
を
吹
き
抜
け
空
間
で
つ
な

ぎ
、
各
種
手
続
き
で
来
庁
さ
れ
た

方
が
、
（
仮
称
）
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
の
催
し
（
展
示
や
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
）
に
触
れ
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
新
た
な
市
民

活
動
・
交
流
を
創
出
す
る
相
乗
効

果
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
意
見
】
（
仮
称
）
子
ど
も
の
遊
び

場
を
閉
庁
時
（
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祝
日
）
に
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
文
化
会
館
機
能
の
１
階
市

民
活
動
エ
リ
ア
は
、
庁
舎
閉
庁
時

に
も
、
貸
館
の
開
館
時
間
は
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
（
仮

称
）
子
ど
も
の
遊
び
場
も
同
様
に

ご
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

【
意
見
】
現
文
化
会
館
に
は
和
室
が

あ
り
、
華
道
や
茶
道
サ
ー
ク
ル
が

あ
っ
た
場
合
に
必
要
。
災
害
時
の

避
難
者
の
受
け
入
れ
も
床
よ
り
楽

で
良
い
。

【
回
答
】
サ
ー
ク
ル
活
動
で
使
用
す

る
和
室
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
同
様
の
和
室
を
備
え
て
い
る
た

め
、
新
庁
舎
に
は
和
室
を
設
け
て

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
必
要
に
応
じ

カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
を
敷
く
運
用
を

考
え
て
い
ま
す
。

【
意
見
】
本
来
は
市
庁
舎
建
設
が
主

た
る
目
的
で
、
市
民
の
多
く
が
利

用
す
る
新
庁
舎
の
１
階
に
は
市
民

窓
口
エ
リ
ア
を
配
置
し
、
２
階
は

執
務
室
エ
リ
ア
を
配
置
す
べ
き
。

１
階
に
総
合
窓
口
を
配
置
す
る
と

あ
る
が
、
発
行
業
務
が
完
結
す
る

か
疑
問
。
職
員
と
の
対
面
に
よ
り

効
果
的
な
業
務
が
で
き
る
。

【
回
答
】
新
庁
舎
は
基
本
計
画
に
も

と
づ
き
、
市
民
と
市
民
、
市
民
と
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パブリックコメント

行
政
が
連
携
し
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
施
設
と
な
る
よ
う
、
市
民
活
動

エ
リ
ア
を
市
民
が
利
用
し
や
す
い

１
階
に
設
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
１
階
総
合
窓
口
は
、
現
在
庁

舎
に
来
庁
さ
れ
る
約
７
割
の
方

が
、
住
民
票
・
証
明
書
の
発
行
な

ど
簡
便
な
手
続
き
の
た
め
、
市
民

の
利
便
性
に
配
慮
し
住
民
票
発

行
な
ど
を
行
う
総
合
窓
口
を
１

階
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
よ
り
利

便
性
の
高
い
庁
舎
と
な
る
よ
う
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
的
に

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の

活
用
に
よ
り
総
合
窓
口
で
取
り
扱

う
業
務
の
拡
大
も
検
討
し
ま
す
。

な
お
、
２
階
市
民
窓
口
エ
リ
ア
で

は
、
説
明
が
必
要
な
業
務
や
相
談

業
務
な
ど
を
取
り
扱
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

３
階
執
務
室
エ
リ
ア

【
意
見
】
将
来
人
口
と
職
員
数
を
見

込
ん
だ
執
務
室
の
面
積
と
捉
え
る

が
、
什
器
な
ど
を
配
置
す
る
と
執

務
室
の
面
積
は
狭
い
の
で
は
な
い

か
。
事
務
文
書
の
管
理
方
法
と
電

子
化
に
よ
る
文
書
保
存
な
ど
を
検

討
す
べ
き
。

【
回
答
】
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会

の
意
見
を
踏
ま
え
、
執
務
室
は
コ

ン
パ
ク
ト
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
の
活
用
な
ど
を
見
据

え
、
新
庁
舎
建
設
を
機
に
保
存
書

類
の
電
子
化
を
一
層
進
め
ま
す
。

　

４
階
議
会
エ
リ
ア

【
意
見
】
議
員
が
使
用
す
る
部
屋
数

が
多
く
ス
ペ
ー
ス
を
と
り
す
ぎ
て

い
る
。
も
っ
と
市
民
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
議
会
関
連
諸
室
は
、
議
会

の
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
の
協

議
を
も
と
に
、
議
会
運
営
に
必
要

な
部
屋
数
や
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
議
場
は
、
他

の
会
議
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
可

動
席
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

● 

外
装
計
画

【
意
見
】
外
装
の
ガ
ラ
ス
は
寒
暖
へ

の
対
応
（
特
に
冬
期
間
の
対
応
）

か
ら
再
検
討
を
要
す
る
と
感
じ

る
。

【
回
答
】
外
装
の
ガ
ラ
ス
は
、
断

熱
・
遮
熱
性
に
優
れ
たLow

-e

複

層
ガ
ラ
ス
を
採
用
し
ま
す
の
で
、

冬
期
間
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

● 

大
ホ
ー
ル
計
画

【
意
見
】
楽
屋
が
小
さ
く
２
部
屋
は

少
な
す
ぎ
る
。
最
低
４
部
屋
は
必

要
。

【
回
答
】
大
楽
屋
と
し
て
リ
ハ
ー
サ

ル
室
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と

か
ら
、
常
時
利
用
が
あ
る
も
の
で

は
な
い
楽
屋
は
必
要
最
小
限
と
考

え
ま
し
た
が
、
少
し
広
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
今
後
の
実
施
設
計

で
検
討
し
ま
す
。

【
意
見
】
大
ホ
ー
ル
側
の
女
性
用
ト

イ
レ
が
７
室
で
、
富
良
野
演
劇
工

場
の
客
席
に
対
す
る
ト
イ
レ
よ
り

少
な
い
。
も
っ
と
多
く
の
ト
イ
レ

が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】
大
ホ
ー
ル
は
、
１
階
と
２

階
の
大
ホ
ー
ル
側
の
ト
イ
レ
が
利

用
で
き
、
１
階
と
２
階
を
合
わ
せ

て
女
性
用
ト
イ
レ
は
17
室
あ
り
ま

す
。
こ
の
数
は
客
席
６
０
０
席
の

劇
場
を
想
定
し
、
待
ち
時
間
に
対

す
る
利
用
者
の
意
識
な
ど
か
ら
最

も
良
好
な
レ
ベ
ル
で
算
定
し
た
基

準
（
女
性
用
ト
イ
レ
17
室
）
を
満

た
し
て
い
ま
す
。

● 
防
災
計
画

【
意
見
】
新
庁
舎
が
一
番
先
に
浸
水

し
た
場
合
、
避
難
場
所
の
確
保
は

で
き
て
い
る
の
か
。

【
回
答
】
避
難
場
所
は
市
内
に
37
カ

所
あ
り
、
災
害
の
状
況
に
よ
り
避

難
所
を
開
設
し
、
市
民
に
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。な
お
、設
備
系
統

を
分
け
る
こ
と
で
、
新
庁
舎
が
浸

水
し
た
場
合
で
も
２
階
以
上
を
一

時
避
難
所
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
必
要
な
機
能
を
確
保
し
ま
す
。

● 

概
算
工
事
費

【
意
見
】
基
本
計
画
時
の
説
明
は
、

工
事
費
、
備
品
購
入
費
の
す
べ
て

を
含
め
58
億
円
だ
っ
た
が
、
基
本

設
計
案
で
は
、
概
算
工
事
費
で

57
億
３
千
万
円
、
そ
れ
と
は
別
に

備
品
購
入
費
な
ど
を
合
算
す
る
と

63
億
円
と
な
り
、
比
べ
る
と
５
億

円
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は

事
業
費
の
予
算
項
目
を
変
更
し
な

い
で
ほ
し
い
。

【
回
答
】
今
回
の
基
本
設
計
案
は
、

全
体
の
基
本
計
画
の
う
ち
、
工
事

に
係
る
部
分
の
基
本
的
な
設
計
内

容
を
ま
と
め
、
そ
れ
に
も
と
づ
き

積
算
し
た
工
事
費
を
記
載
し
た
も

の
で
す
。
事
業
費
の
予
算
項
目
に

変
更
は
な
く
、
備
品
購
入
費
な
ど

の
そ
の
他
の
経
費
は
今
後
の
積
算

と
な
る
た
め
、
基
本
設
計
書
に
は

含
ん
で
い
な
い
こ
と
を
注
意
書
き

に
加
え
ま
し
た
が
、
ご
指
摘
の
と

お
り
今
後
は
事
業
費
全
体
の
分
か

り
や
す
い
説
明
に
努
め
ま
す
。

● 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
計
画

【
意
見
】
す
べ
て
の
多
目
的
ト
イ
レ

に
、
お
む
つ
交
換
台
、
幼
児
を
座

ら
せ
て
お
く
イ
ス
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。
ス
ト
ー
マ
対
応
設
備
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
利
用
頻
度
を
考
慮
し
、
１

階
市
民
活
動
エ
リ
ア
の
多
目
的

ト
イ
レ
（
大
ホ
ー
ル
側
）
に
、
ご

提
案
の
と
お
り
オ
ム
ツ
替
え
シ
ー

ト
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
、
オ
ス
ト
メ

イ
ト
対
応
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

な
お
、
基
本
設
計
に
は
次
の
と
お

り
分
か
り
や
す
く
記
載
し
ま
す
。

〈
修
正
内
容
〉
【
９
頁　

９ 

ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
計
画　

(

３)

行

為
空
間
】

（
修
正
前
）
各
階
に
多
目
的
ト
イ
レ

を
設
置
し
ま
す
。
ト
イ
レ
内
に
は

緊
急
呼
出
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

（
修
正
後
）
各
階
に
車
い
す
使
用
者

用
便
座
な
ど
を
備
え
た
多
目
的
ト

イ
レ
を
設
置
し
、
１
階
多
目
的
ト

イ
レ
に
は
お
む
つ
替
え
シ
ー
ト
や

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
の
流
し
台
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
ト
イ
レ
内
に
は
緊
急
呼
出

装
置
を
設
置
し
ま
す
。

● 

そ
の
他

【
意
見
】
文
化
会
館
跡
地
の
有
効
利

用
を
図
っ
て
ほ
し
い
。
舗
装
し
て

駐
車
場
に
す
る
、
新
し
い
建
物
を

建
て
る
、
売
却
す
る
な
ど
の
検
討

を
併
せ
て
行
っ
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
文
化
会
館
跡
地
は
、
解
体

後
に
大
ホ
ー
ル
利
用
者
な
ど
の
臨

時
の
駐
車
場
に
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
他
の

活
用
検
討
の
可
能
性
も
想
定
し
、

舗
装
工
事
は
行
わ
ず
、
敷
砂
利
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
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シ ニ ア 世 代 の
ジョブスタイル

旅
行
客
と
の
触
れ
合
い
に

　
　
　

や
り
が
い
を
感
じ
て

市内の求人情報や企業の紹介、富良野に住み働く人のライフス
タイルを発信する「フラノ・ジョブ・スタイル」との連携企画。
今月は、定年後に再就職し富良野の観光を支え続けるアクティ
ブシニアを紹介します。

富良野の米農家に生まれ、父の勧めで国鉄に就職。
旅行業務を担当し、民営化後も富良野駅で働き続
けました。定年退職後、ふらの観光協会へ。子ど
もたちは独立して北海道を離れ、現在は奥さんと
二人暮らし。

｜

鉄
道
マ
ン
か
ら
観
光
協
会
へ

　

日
本
中
に
富
良
野
の
魅
力
を
広
め
た
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」
。
放
送
を
終
え
て
17

年
経
っ
た
今
も
、
市
内
の
ロ
ケ
地
に
は
多
く
の

フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
麓
郷
地
区
の
「
五

郎
の
石
の
家
」
で
観
光
客
へ
の
対
応
や
、
撮
影

に
使
用
さ
れ
た
建
物
の
修
繕
を
担
当
す
る
上
井

俊
尋
さ
ん
は
74
歳
。
ふ
ら
の
観
光
協
会
で
働
き

始
め
て
14
年
に
な
り
ま
す
。

　

上
井
さ
ん
は
富
良
野
高
校
を
卒
業
後
、
当
時

の
国
鉄
に
就
職
。
富
良
野
駅
で
貨
物
の
現
場

や
、
き
っ
ぷ
の
販
売
窓
口
な
ど
の
業
務
を
経

験
。
さ
ら
に
、
国
鉄
民
営
化
を
前
に
旅
行
業
の

資
格
を
取
得
し
、
旅
行
部
門
の
営
業
職
と
し
て

富
良
野
で
働
き
続
け
、
団
体
旅
行
を
中
心
に
企

画
か
ら
添
乗
ま
で
一
人
で
こ
な
し
て
き
ま
し

た
。

　

富
良
野
観
光
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
九
州

や
沖
縄
ま
で
全
国
を
飛
び
回
っ
て
い
た
上
井
さ

ん
。
定
年
ま
で
働
い
た
ら
、
後
は
の
ん
び
り
暮

ら
す
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
、
ふ
ら
の
観
光

協
会
か
ら
「
修
学
旅
行
の
誘
致
を
手
伝
っ
て
ほ

し
い
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
前
職
の
経
験
が
役

に
立
て
ば
と
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

道
外
各
地
へ
Ｐ
Ｒ
に
出
向
い
た
り
、
地
元
で

修
学
旅
行
生
の
農
業
体
験
に
協
力
し
て
く
れ

る
農
家
さ
ん
を
探
し
た
り
。
中
高
生
に
楽
し
い

思
い
出
を
作
っ
て
も
ら
う
た
め
に
奔
走
し
ま
し

た
。

「
都
会
の
子
ど
も
た
ち
が
、
農
家
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
す
っ
か
り
仲
良
く

な
っ
て
、
泣
き
な
が
ら
手
を
振
っ
て
帰
っ
て
い

く
ん
で
す
よ
。
農
家
さ
ん
も
交
流
を
楽
し
ん
で

く
れ
て
ね
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

｜

富
良
野
が
好
き　

人
が
好
き

　

５
年
前
に
麓
郷
の
管
理
事
務
所
へ
異
動
し
て

か
ら
は
、
観
光
客
の
お
も
て
な
し
が
上
井
さ
ん

の
仕
事
で
す
。

「
麓
郷
の
現
場
に
移
っ
て
大
正
解
。
毎
日
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ん
と
出
会
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な

仕
事
が
で
き
て
最
高
で
す
」

　

遠
く
か
ら
訪
れ
た
「
北
の
国
か
ら
」
フ
ァ
ン

と
人
生
に
つ
い
て
語
り
合
う
日
も
あ
れ
ば
、

顔
な
じ
み
の
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら
お
土
産
を
も
ら

う
日
も
あ
り
ま
す
。
ロ
ケ
セ
ッ
ト
が
傷
ん
で
き

た
と
き
は
、
ド
ラ
マ
の
世
界
観
を
壊
さ
な
い
よ

う
、
電
動
工
具
や
新
品
の
ネ
ジ
を
使
わ
ず
に
補

修
す
る
の
も
お
手
の
も
の
。
展
示
施
設
の
冬
季

休
館
中
は
「
ふ
ら
の
ス
キ
ー
ま
つ
り
」
の
準
備

や
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
を
飲
食
店
街
へ
運
ぶ

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
乗
務
員
を
務
め
る
な
ど
、
富

良
野
の
観
光
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
毎
日
で
す
。
間

も
な
く
75
歳
を
迎
え
る
今
も
、
人
の
輪
の
中
で

働
く
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

趣味はオートバイ。留萌や羽幌へ海を見に行くことも。

今まで培ってきた豊かな知識、技能を活かして一緒
に働きませんか？自分の体力、能力、希望に応じた
働き方が可能です。市内在住の 60 歳以上の方であれ
ば、どなたでも会員になることができます。まずは、
気軽に問い合わせください。

シニアの求人をFurano Job Styleに
掲載したい企業は、こちら（ＱRコー
ド）から、基本求人プラン申込書を
ダウンロードし、申し込みください。 富良野市シルバー人材センター　拶22 - 5010

フラノ・ジョブ・スタイル連携企画（下）

一般社団法人 ふらの観光協会
上井  俊尋さん（74歳）

問 商工観光課（コンシェルジュフラノ２階）　拶39 ｰ 2312　糸 kankou@city.furano.hokkaido.jp

「北の国から」のロケ地巡りを楽しむ
旅行客のために、展示を解説する上井さん

富良野市のしごと情報サイト
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問 企画振興課（市役所２階）　拶39 ｰ 2304　糸 kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp

11月11日 月 布部会館　　
11月12日 火 麓郷集落センター
11月18日 月 布礼別集落センター
11月19日 火 鳥沼会館

今後の予定
（午後６時30分から）※申込不要

　

市
民
の
み
な
さ
ん
と
、
富
良
野

市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
る
「
地
域
懇
談
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、「
こ

れ
か
ら
の
富
良
野
市
の
ま
ち
そ
だ

て
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
居
住
地
に

関
わ
ら
ず
、
ど
の
会
場
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問 市民課 市民相談室 （市役所１階）　拶39 ｰ 2301

市政
注目情報

　

富
良
野
市
で
は
、
現
在
６
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
人
権
に
関
す
る

身
の
上
相
談
や
学
校
な
ど
で
の
人
権
教
室
・

人
形
劇
の
上
演
な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご

と
、
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
人
で

悩
ま
ず
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
「
人
権
擁
護
委
員
」
と
は
、
法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
委
員
で
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
地
域
の

中
で
人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が
起
き

な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権
を
擁
護
し
て
い

く
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
・
Ｄ
Ｖ
・
差
別
の
悩
み
は

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
をいじめをテーマにしたDVD「しらんぷり」

を鑑賞した扇山小学校の人権教室

未
来
を
つ
く
ろ
う 

市
民
と
市
長
の

地
域
懇
談
会

①子どもに関わる活動
　（子ども人権委員会）
　命の尊さ、思いやりの心を培う小中学校・保
育所・幼稚園での人権教室の実施（DVD、人形劇、
紙芝居など）、人権の花運動（花を育てることに
よって命の尊さを培う）、SOS ミニレター（誰に
も悩みを相談できない子どもに対し、手紙で具
体的に回答する）

②男女共同参画に関わる活動
　（男女共同参画委員会）
　人権講座の実施（高校・専門学校生対象にデー
ト DV予防教室）、企業向けの男女共同参画の視
点（セクハラ・パワハラなど）での啓発活動

③高齢者・障がい者に関わる活動
　（高齢者・障がい者人権委員会）
　社会福祉施設などにおける啓発活動、人
権相談における社会福祉事業従事者との連
携

主な取り組み

人権擁護委員
天日 　守　　並河 秀幸
山口 悦子　　黒岩 優佳
山本 英恵　　藤原 良一
　　　　　　　　　　　　（敬称略）

電話相談（平日 8：30 ～ 17：15）
みんなの人権 110 番 
　拶 0570-003-110（法務局に接続）
子ども人権 110 番
　拶 0120-007-110
女性の人権ホットライン
　拶 0570-070-810

各会場の意見交換の内容は、市ホームページで公開しています。

開催中！
11月は４会場
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▼秋深まる里山を散策
東京大学北海道演習林神社山自然観察路一般公開

　１０月６日鰹日 

や黄色に色づきはじめた東大演習林神社山自

然観察路が一般公開され、市民など１４人が樹

海中学校付近のコースで散策を楽しみました。東

大演習林の職員や森林学習プログラムのサポー

ターが約３kmの自然観察路を４時間かけて案内

し、参加者は普段立ち入ることができない観察路

で、落ち葉や木の実などの写真を撮りためながら、

豊かな自然を肌で感じていました。

赤

▼運航実績や有効性を学ぶ
ドクターヘリ合同訓練・「救急の日」医療演会

９月２０日鰹金 

成２１年１０月から運航を開始した「道北ドク

ターヘリ」の就航１０周年を記念して、旭川赤

十字病院・富良野消防署による合同訓練が人材開

発センターグラウンドで実施され、地域住民や東

中学校の生徒などが見学に訪れました。また、「救

急の日」医療講演会も同日開催され、同病院の小

林巌副院長などが講演し、参加者約１６０人がドク

ターヘリの知識や理解を深めました。

平

▼特製オムカレーを味わう
富良野オムカレーウォーキング２０１９　１０月６日鰹日 

回目となる富良野オムカレー推進協議会主催

の富良野オムカレーウォーキング２０１９が、フ

ラノ・マルシェを発着点に開催されました。参加

者１２０人はウォーキングしながら、富良野オムカ

レー提供店など10店舗を巡ってスタンプを集め、

ゴール地点でその数に応じてトッピングがのせら

れた『特製富良野オムカレー』を味わい、スポー

ツと食欲の秋を腹いっぱい楽しみました。

８

▼手縫いの雑巾で社会に貢献
富良野市シルバー人材センター雑巾寄贈　１０月１０日鰹木 

ルバー人材センター事業普及啓発促進月間

（１０月）にあわせて、市シルバー人材センター

では、女性会員２０人が市民などから寄せられた古

布で雑巾２００枚を手縫いで仕上げて、グループホー

ム「ほがらか」（写真上）とグループハウス「楓」

（同下）に寄贈しました。同センターの小野寺明理

事長と石田レイ子さんが各施設に雑巾を届けると、

入居者から笑顔がこぼれました。

シ
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ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららののズズーームムアアッッププふふららのの

▼JR乗車イベント盛況
ご当地キャラミッション・鉄道でGO!! １０月１４日鰹月 鰹祝 

道の日にちなんで、JR富良野線で乗車イベン

トが開催され、各駅では親子連れなどでにぎ

わいました。出発駅（旭川・美瑛・上富良野・中

富良野・富良野）で、参加者はご当地キャラから「●

●駅で●●と写真を撮ろう」などと書かれた指令

書を入手し、指定された駅までJRで移動。ミッ

ションをクリアして、景品が当たる抽選に挑戦し、

鉄道に親しみながら過ごしました。

鉄

▼高規格道路の早期開通を
かみかわ中南部の未来に繋がるみちづくりフォーラム

１０月１５日鰹火 

域高規格道路の果たす役割を考えるフォーラ

ムが、マルシェ２タマリーバで開催され、上

川中南部の首長をはじめ、国や道、各自治体の職

員など約１７０人が参加しました。フォーラムでは㈱

北海道二十一世紀総合研究所の木本晃さんが講演

し、現在建設が進む「富良野北道路」と「旭川東

神楽道路」の早期開通に向けて、中富良野町長な

どが決意を述べました。

地

雨による空知川決壊を想定した避難訓練が、栄

町、幸町、若葉町で行われ、地域住民約１00人

が参加しました。訓練では、ＦＭラジオふらのや安

全・安心メール、広報車による避難情報の伝達のほ

か、町内会と民生委員による地域の要支援者への声

かけと避難支援を実施。仮の指定避難所として設営

した栄町コミセンでは、防災グッズの展示や備蓄非

常食の炊き出しと試食も行われ、いざ、というとき

に必要な地域の連携を確認しました。

大

▼いざ、という時のために地域で連携を
富良野市防災訓練　　　　　　　　　　１０月６日鰹日 

式会社ツルハと富良野市は「災害時における医

薬品及び応急生活物資の確保に関する協定」調

印式を行いました。この協定は、災害時に救護医療

活動に必要な医薬品と被災者支援のための生活物資

を確保し、住民生活の早期安定を図ることを目的に

しています。北市長は「小さな電池ひとつが大きな

心の支えになります。協定締結は大変有意義なこと」

と謝意を述べ、ツルハ北海道の須藤部長は「災害時

には精いっぱい地域に貢献したい」と話しました。

株

▼大規模災害に備え連携を強化
災害時における医薬品及び応急生活物資の確保に関する協定

１０月18日鰹金 
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注目の本！

　納豆は冷蔵で約１０日
間、殺菌充てん式の豆腐
なら約１カ月、玉ねぎは
約２カ月、塩は保存状態
が良ければ無期限…。基
本１００品目の「賞味期限」
を解説する。「食品ロス」
問題についてのQ&Aも
掲載。

図解早分かり！

今こそ知りたい　　　
「賞味期限」の新常識
　　　　                    井出 留美

ＢＯＯＫＳ

開館時間　

 《火・木・金曜日》　
　午前１０時～午後６時

 《水曜日》
　午前１０時～午後７時

 《土・日曜日》
　午前９時～午後５時

１１月の休館日

　・毎週月曜日
　・３日鰹日 ・２３日鰹土 
　・２９日鰹金 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

一般書NEW

二人のカリスマ（上・下）
/ 江上 剛

ババァ川柳～人生いろいろ編
/ みやぎシルバーネット＋河出
   書房新社編集部

希林さんと いっしょに。
/ 是枝 裕和

児童書 NEW

しずくちゃん３３
/ ぎぼ りつこ

こどもかいぎ
/ 北村 裕花

昔話法廷Season４
/ NHKEﾃﾚ「昔話法廷」製作班

　中富良野　

酒かすスイーツ
　中富良野産米「ゆきひ
かり」を原料に、純米酒
「法螺吹（ほらふき）」の酒
かすを使用したスイーツ
です。平成２２年に誕生した酒かす饅頭を
はじめ、５種類のスイーツは、子どもか
ら大人まで幅広い世代から愛されてい
ます。無添加で酒かすの健康効果として
肌に良く、甘みや香りの豊かさが特徴で
す。

鰹問 前野商店　拶４４‐２５０４

　南富良野　

エゾシカコロッケと鳥羽農園の
手しぼりミニトマトジュース
　南富良野町特産品の「鳥羽農
園の手しぼりミニトマトジュー
ス」は、１００％ミニトマトで製造
され、ほのかに甘く、舌触りの
良いジュースです。また、地元
産のじゃがいもとエゾシカ肉を加工し
た「エゾシカコロッケ」は、エゾシカ肉
の鉄分の多さを生かした、脂肪分の少な
いヘルシーなコロッケです。いずれも、
道の駅南ふらのなどで購入できます。

鰹問 南富良野町振興公社　拶５２‐２１００
鰹問 富良ブース　拶５２‐３７３３

　占冠　

温かな手触りの木工製品
　しもかぷ工房は、占冠村
で活動している木工クラフ
トの工房です。　鍋敷き、ク
クサ、ピアス、ネックレス
などの木工製品を製作・販
売しています。手作りされた温かな手触
りの木工製品をお楽しみください。村で
は、村で生まれたお子様を対象に名入れ
した『ククサ』などを贈呈し、新たな村
民の出生をお祝いしています。

鰹問 しもかぷ工房　拶５６‐７６０８

　上富良野　

 忽  布  古  丹 醸造の樽生ビール
ほっ ぷ こ たん

　昨年創業したブルワリ
ー（醸造所）で、町内産
ホップなどを使用した、
自社醸造の生ビールを樽
で販売し、パーティーやイベントなどで
使用されています。数に限りはあります
が、サーバーも無料でレンタルしていま
す。
容量　10.4リットル、15.5リットル
種類　常時５種類程度
ホームページ　www.hopkotan.com

鰹問 忽布古丹醸造㈱　拶４５‐００１２

　富良野　

メイドインフラノ認定商品
　富良野地域産の原材料を
使って、市内で製造加工さ
れたすぐれた商品を富良野
市独自の認定制度「メイド
インフラノ」として認定し
ています。昨年５月の第１
回認定以降、これまでに５３
商品が認定され、上記ロゴマークが付さ
れています。取組内容や認定商品など、
くわしくは、ホームページをご覧ください。
http://madeinfurano.com/index.html

鰹問 商工観光課　拶３９‐２３１２

わがまちの自慢今月のテーマ

ちょっくら

となりまち

展示・イベント
【２階展示ホール】

　古布遊会 作品展示会　　１１月６日鰹水 ～１７日鰹日 

【２階多目的ホール】

　おはなし会　　　　　 　１１月９日鰹土 　午前１０時３０分
　英語のおはなし会　        １１月１６日鰹土 　午前１０時３０分

【１階読み聞かせコーナー】

　どんぐりおはなし会　 　毎週水曜日　午後３時
　　　　　　　　　

図書館のホームページもご覧ください

富良野図書館 検  索

認定商品に
表示される
ロゴマーク
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も
う
少
し
で
寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
冬
は
大
好
き
な
「
雪
あ

そ
び
」
が
で
き
る
季
節
で
す
。
そ
り
滑
り
や
雪

だ
る
ま
づ
く
り
、
か
ま
く
ら
づ
く
り
な
ど
、
冬

な
ら
で
は
の
遊
び
が
で
き
ま
す
。

　
そ
ん
な
遊
び
を
存
分
に
楽
し
む
た
め
に
も
、

今
の
う
ち
か
ら
冬
に
備
え
て
雪
あ
そ
び
の
準

備
を
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
掲
載
し
て
い
る

テーマ ふふ
ら
の
～

ら
の
～
んん
び
り
び
り
子
育
て

子
育
て

イ
ラ
ス
ト
は
、
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
保
護

者
に
お
知
ら
せ
す
る
と
き
に
使
用
し
て
い
る

も
の
で
す
の
で
、参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
虹
い
ろ
保
育
所
　
拶
２
２
‐
２
５
３
３

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
富
良
野
市
立
保
育
所

の
保
育
士
が
、
子
育
て
を
楽
し
む
コ
ツ
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
外
あ
そ
び
っ
て
楽
し
い
な
！

   ～
雪
あ
そ
び
の
準
備
～

山口夏幹山口  夏  幹 さんさん    ((１歳１歳))　北の峰町北の峰町

なな つつ

大きくなった大きくなったらら
クルマに乗せて　クルマに乗せてねね蒔蒔

ぴんでとめられるよぴんでとめられるよ～～竃竃

髙橋叶純髙橋  叶  純 さんさん    (４カ月)(４カ月)　錦町錦町

か すか すみみ

お子さんの写真を募集しています！

　応募は、虚住所許氏名距電話番号鋸お子さんの名

前（ふりがな）と年齢漁簡単なコメントを添えて、

持参・郵送・メール（ＱＲコード参照）のいずれか

の方法で「広報ふらの」までお寄せください。

死kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp

《
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
ー
》

　
し
っ
か
り
は
っ
水
の
効
い

た
ウ
ェ
ア
ー
は
必
需
品
。
年
齢

に
応
じ
て
、
つ
な
ぎ
タ
イ
プ
や

セ
パ
レ
ー
ト
タ
イ
プ
を
選
ん

で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

《
手
袋
》

　
ニ
ッ
ト
製
だ
と
あ
っ
と
い

う
間
に
濡
れ
て
し
ま
い
、
霜
焼

け
や
凍
傷
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ス
キ
ー
用
の
防
水
タ
イ

プ
の
も
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

長
靴
に
つ
け
る
脚
絆
（
き
ゃ
は

ん
）
を
手
袋
と
縫
い
付
け
る
こ

と
で
手
首
か
ら
雪
が
入
ら
ず
、

快
適
に
遊
べ
ま
す
。

《
帽
子
》

　
寒
さ
対
策
と
し
て
耳
ま
で

隠
れ
る
ニ
ッ
ト
帽
や
、
耳
あ
て

付
き
の
帽
子
が
良
い
で
す
ね
。

ま
た
、
転
ん
だ
時
に
頭
を
守
れ

る
よ
う
、
厚
手
の
も
の
が
お
す

す
め
で
す
。

《
ス
ノ
ー
ブ
ー
ツ
・
長
靴
》

　
子
ど
も
が
脱
ぎ
履
き
し
や

す
い
冬
用
長
靴
を
選

び
ま

し
ょ
う
。
サ
イ
ズ
が

合
っ
て
い
な
い
も
の
は

雪
の
上
で
は
か
な
り
歩

き
に
く
く
な
り
ま
す
の

で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

大
き
す
ぎ
た
場
合
は
中

敷
き
や
靴
下
の
重
ね
履

き
で
調
整
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。手
袋
同
様
、

長
靴
に
も
脚
絆
を
つ
け

て
足
か
ら
の
雪
の
侵
入

を
防
ぐ
と
快
適
に
遊
べ

ま
す
。
子
ど
も
が
自
分

で
脚
絆
を
上
げ
下
げ
し

や
す
い
冬
用
の
長
靴
を

選
ぶ
の
も
一
つ
で
す
。

　
お
子
さ
ん
の
遊
び
方

や
汗
の
か
き
方
、
寒
さ

の
感
じ
方
、
着
脱
の
し

や
す
さ
を
考
慮
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
雪
あ
そ

び
を
存
分
に
楽
し
め
る

よ
う
、
準
備
を
整
え
て

あ
げ
ら
れ
る
と
良
い
で

す
ね
。
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毎
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
シ
ー
ズ
ン
で
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
力
は
非
常
に
強
く
、日
本
で
は
毎
年

1
千
万
人
、約
10
人
に
１
人
が
感
染
し
て
い
ま

す
。高
熱
や
関
節
の
痛
み
な
ど
を
と
も
な
い
、人

に
よ
っ
て
は
重
症
化
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。流

行
を
防
ぐ
た
め
に
は
、原
因
と
な
る
ウ
ィ
ル
ス
を

体
内
に
侵
入
さ
せ
な
い
こ
と
や
周
囲
に
う
つ
さ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
、一
人
ひ
と

り
が
「
か
か
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」対
策
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

●
感
染
経
路
を
断
つ

 

・ 

帰
宅
時
や
調
理
の
前
後
、食
事
前
な
ど
こ
ま       

　
め
な
手
洗
い
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

ウ
ィ
ル
ス
は
石
け
ん
に
弱
い
た
め
、正
し
い
方

　
法
で
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
消
毒
液
で
手
を
消
毒

　
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

●
普
段
の
健
康
管
理

　

免め

ん

疫え

き

力
が
弱
っ
て
い
る
と
感
染
し
や
す
く
な

る
と
と
も
に
、感
染
し
た
時
に
症
状
が
重
く
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。普
段
か
ら
十
分

な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
、免

疫
力
を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

●
予
防
接
種
を
受
け
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
こ
と
で
、

発
病
の
可
能
性
を
減
ら
す
こ
と
や
重
症
化
を

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。65
歳
以
上
の
方

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
定
期
接
種
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、１
２
０
０
円
の
自
己
負
担

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、生
後
６
カ

月
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
と
中
学
３
年
生・
高

校
３
年
生
の
お
子
さ
ん
に
は
、今
年
度
か
ら
１
回

に
つ
き
千
円
を
市
が
助
成
し
ま
す
。

●
適
度
な
湿
度
を
保
つ

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、喉
の
粘
膜
の
防
御
機

能
が
低
下
し
ま
す
。乾
燥
し
や
す
い
室
内
で
は

加
湿
器
な
ど
使
っ
て
、適
切
な
湿
度（
50
〜
60
％
）

に
保
つ
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

●
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に

　

熱
が
下
が
っ
た
後
も
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ

ル
ス
は
体
外
へ
排
出
さ
れ
る
た
め
、『
咳せ

き

エ
チ

ケ
ッ
ト
』を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

マ
ス
ク
を
鼻
と
口
の
両
方
を
確
実
に
覆
い
、正

　
し
い
方
法
で
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

く
し
ゃ
み
や
咳
を
す
る
と
き
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

　

ど
で
口
と
鼻
を
覆
い
、覆
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は

　
す
ぐ
に
ご
み
箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

今月のテーマは

保
険
料
の
支
払
い
は
お
忘
れ
な
く

笑市民課市民年金係

拶 39‐2301

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

　昭和29年11月生まれ (65歳) の方は、満65

歳の誕生日以降に手続きをしてください。

すでに厚生年金を受給している方は、誕生

月に送られてくるはがきを返送することで

基礎年金の手続きが完了となります。

●必要なもの　印鑑、預金通帳、年金手

　帳、マイナンバーがわかるもの、戸籍　

謄本や住民票など

●受付窓口　市役所１階 ② 番窓口、ま
　たは旭川年金事務所

今月の手続きは

インフルエンザに

ご注意を

こんにちは
　保健師

　　です！

納めた国民年金保

険料は全額が社会

保険料控除の対象

です！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法

上
、健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、申
告
に
よ
っ
て
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、平
成
31
年
１
月
か
ら

令
和
元
年
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全

額
で
す
。過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も

含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、自
分
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、配
偶
者

や
家
族（
子
ど
も
な
ど
）の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金

保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、そ
の
保
険
料
も

合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、平
成
31
年（
令
和
元
年
）中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と

き
に
、領
収
証
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
は
、11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、申
告
書
の
提
出
の
際

に
、こ
の
証
明
書
、ま
た
は
領
収
証
を
添
付
く
だ
さ

い（
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
、今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ

た
方
に
は
、翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、老
後
は
も

ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万一の
と
き
に
も
心
強
い

味
方
と
な
る
制
度
で
す
。保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
納
め
ま
し
ょ
う
。

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は
「
年
金
の
日
」



　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と
は
「
紙
幣
や

硬
貨
と
い
っ
た
現
金
を
使
わ
ず
に
、支
払

い
・
受
取
り
を
行
う
決
済
方
法
」の
こ
と
で

す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
代
金
を
支
払
う
、

税
金
や
光
熱
費
を
銀
行
口
座
か
ら
引
き
落

と
す
な
ど
、私
た
ち
の
生
活
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、消
費
税
率
引
き
上
げ
に
と
も
な
い

行
わ
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
還
元
は
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
を
利
用
し
な
い
と
対
象
と

な
り
ま
せ
ん（
一
部
対
象
外
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
が
あ
り
ま
す
）。                                                                                                                                             

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
仕
組
み
は
大
き
く

３
種
類

 

・ 

前
払
い 

〜 

事
前
に
お
金
を
チ
ャ
ー
ジ
す

る
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
・
電
子
マ
ネ
ー
（
ス

イ
カ
、パ
ス
モ
な
ど
の
交
通
系
、ナ
ナ
コ
、ワ

オ
ン
な
ど
の
流
通
系
な
ど
）

 

・ 

即
時
払
い 
〜 

銀
行
口
座
か
ら
の
即
時
払

い
。デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド（
銀
行
系
、国
際
ブ
ラ

ン
ド
系
）

 

・ 

後
払
い 

〜 

後
日
請
求
さ
れ
る
後
払
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド（
磁
気
カ
ー
ド
、Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
）

※
こ
れ
ら
の
仕
組
み
を
利
用
し
て
、ア
プ
リ

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
登
録
し
、お
店
の
専

用
端
末
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
タ
ッ
チ
し

た
り
、バ
ー
コ
ー
ド
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
た
り
す
る
方
法
で
支
払
う
「
コ
ー
ド

読
み
取
り
型
」が
増
え
て
い
ま
す（
ペ
イ
ペ

イ
・
ラ
イ
ン
ペ
イ
・
楽
天
ペ
イ
な
ど
）。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、「
支
払
い
が

早
い
」「
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
」な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、「
チ
ャ
ー
ジ
し
た

お
金
は
払
い
戻
し
が
で
き
な
い
」「
現
金
が

目
に
見
え
な
い
の
で
、使
い
過
ぎ
て
し
ま

う
」な
ど
注
意
も
必
要
で
す
。普
段
の
生
活

に
適
し
た
方
法
を
選
択
し
、上
手
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

Furano　Furano　2019-112019-111919

土・日・祝日の相談は

消費者ホットライン

利用方法

◎音声案内
→『１』を押す
→お住まいの
　郵便番号
　７ケタを入力

固形燃料ごみ

「塩分ダイエット」

情報

キャッシュレス

決済とは？

笑環境課　拶 39‐2308

笑消費生活センター

拶 39‐1166

再
確
認
！
排
出
方
法
と
マ
ナ
ー

今月の豆知識

泣き寝入りは
いやや

188
を利用してください

相談するなら  拶 39‐1166

消費生活センター
若松町17番1号
月～金曜日 
午前９時～午後4時

クーリング・オフ葉書は、
次の窓口に置いてあります。

　・山部支所
　・東山支所

　　

固
形
燃
料
ご
み
処
理
施
設
で
は
、６
月・９
月・

12
月・３
月
の
年
４
回
、固
形
燃
料
ご
み
の
分
別

状
況
調
査
と
生
産
物
で
あ
る
Ｒ
Ｄ
Ｆ
の
燃
料
分

析
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

９
月
分
の
分
析
調
査
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

６
月
の
結
果
と
比
較

す
る
と
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
混
入
割
合
と
Ｒ

Ｄ
Ｆ
総
発
熱
量
に
大
き

な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、塩
分
濃
度
は
約
15
％

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

塩
分
濃
度
目
標
の
０・

６
％
は
達
成
し
て
い
ま
せ

ん
が
、引
き
続
き
「
塩
分

ダ
イ
エ
ッ
ト
」に
協
力
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
適

正
な
排
出
に
つ
い
て
も

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

固
形
燃
料
ご
み
「
塩
分
ダ
イ
エ
ッ
ト
」３
つ
の
方
法

　

① 

食
品
ラ
ッ
プ
を
入
れ
な
い

　

② 

食
べ
残
し
を
入
れ
な
い
。

　

③ 

汚
れ
の
あ
る
紙
容
器
は
軽
く
水
洗
い

●
せ
と
も
の
コ
ン
テ
ナ
へ　
　
　
　
　
　
　
　

　

適
正
な
排
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

空
き
ビ
ン
ポ
ス
ト
の
隣
に
配
置
し
て
い
る
ブ

ル
ー
の
せ
と
も
の
コ
ン
テ
ナ
に
、空
き
缶
や
ビ
ン

の
蓋
、傘
、カ
ミ
ソ
リ
な
ど
の
金
属
ご
み
が
捨
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。空
き
缶
は
空
き
缶
専
用
袋

に
、金
属
ご
み
は
無
色
透
明
な
袋
に
入
れ
て
、資

源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 固形燃料ごみに混入しているプラスチックごみの
　 容積割合
　 ・ ９月調査値 37.5% （６月調査値 37.1%）

◆ 令和元年９月 RDF分析結果（燃料品質分析値）
　① 総発熱量 5,300kcal/kg（６月分析値 5,200kcal/kg）
　② 塩分濃度 1.08%（本年６月分析値 1.25%）
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広告

広報ふらのに広告
を掲載しませんか

　市では、「広報ふ
らの」の「くらし
の情報」下段に有
料広告を掲載して
います。会社やお
店の宣伝にご利用
ください。

鰹問 企画振興課

拶３９-２３０４

このページは広告料収入で作成しています

１１月号

Ｑ．卓上カセットコンロ（一口）　
　　の本体は、何ごみですか？

Ａ.　金属類になります。ガスカー
　　トリッジ缶を外し、無色透明
　　袋に入れて出してください。
　　ガスカートリッジ缶は、必ず
　　中身を使い切ってから、金属
　　類の袋とは分けて、別の無色
　　透明袋に入れてください。
　

Ｑ．傘は、何ごみですか？

Ａ.　傘の布地・ビニール部分は固
　　形燃料ごみになります。金属
　　の骨・軸部分は金属類になり
　　ますので、折り曲げるなどし
　　て無色透明袋（最大で４５L）に
　　入れて出してください。分解
　　できず４５Lの無色透明袋から
　　はみ出す場合は、大型ごみに
　　なります。環境課、または山
　　部・東山支所でごみ処理券の
　　購入と収集の申し込みをして
　　ください。５本ごと処理券１
　　枚（４４０円）になります。

Ｑ＆Ａ

今月
の

ご み

ありがとうございます

富良野ライオンズクラブ
　会長　鈴木 敏文さん

エゾヤマザクラ２２本

寄 付

姓
）
の
印
鑑
を
登
録
印
と
し
て

登
録
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
登

録
で
き
る
印
鑑
は
一
人
ひ
と
つ

で
、
氏
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

改
め
て
印
鑑
登
録
手
続
き
が
必

要
で
す
。

鰹問 
市
民
課
拶
３
９
‐
２
３
０
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

住
居
番
号
表
示
板
に

つ
い
て

　
住
居
表
示
実
施
地
域
で
は
、

建
物
の
新
築
な
ど
の
際
に
「
住

居
番
号
表
示
板
」
を
交
付
し
、

見
や
す
い
場
所
に
設
置
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。「
住
居
番
号
表

示
板
」
は
、
訪
問
さ
れ
る
方
や

郵
便
・
宅
配
業
者
の
配
達
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
り
、
警
察

や
消
防
・
救
急
な
ど
緊
急
時
に

場
所
を
特
定
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
無
く
な
っ
て
い
た
り
、
折

れ
曲
が
っ
た
り
、
破
損
し
て
い

る
場
合
は
新
し
く
交
付
し
ま
す

の
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

鰹問 
市
民
課
拶
３
９
‐
２
３
０
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

図
書
館
の
本
は
　
　
  

み
ん
な
の
財
産
で
す

　
市
立
富
良
野
図
書
館
で
は
、

　
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
令
和

１０元
年
度
の
蔵
書
点
検
を
行
い
ま

し
た
。
期
間
中
、
利
用
者
の
み

な
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
し
た
が
、
ご
理
解
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　
点
検
の
結
果
、
本
館
蔵
書
約

　
万
８
千
冊
の
う
ち
　
冊
が
不

１２

３２

明
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
不
明
の
本
は
、
図

書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
貸
出
手

続
き
を
し
な
い
ま
ま
、
館
外
に

出
た
本
で
す
。
ま
た
、
汚
損
や

破
損
も
多
数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

 く
ら
し
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

住
民
票
な
ど
へ
の
旧
氏

（
旧
姓
）
併
記
に
つ
い
て

●
住
民
票
な
ど

　
　
月
５
日
か
ら
住
民
票
や
マ

１１
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
へ
旧

氏
（
旧
姓
）
を
併
記
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

婚
姻
な
ど
で
氏
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
で
も
、
従
来
称
し
て
き

た
氏
を
住
民
票
な
ど
に
記
載
し
、

公
証
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
、

ま
た
は
山
部
・
東
山
支
所
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
印
鑑
登
録
証
明
書

　
住
民
票
な
ど
へ
の
旧
氏
（
旧

姓
）
併
記
の
手
続
き
を
行
う
と
、

印
鑑
登
録
証
明
書
も
旧
氏
（
旧

姓
）
併
記
と
な
り
、
旧
氏
（
旧

限
ら
れ
た
予
算
で
新
刊
本
や
リ

ク
エ
ス
ト
本
を
購
入
す
る
た
め
、

不
明
本
な
ど
の
補
充
購
入
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
図
書
館
の
本
は
市
民
の
み
な

さ
ん
の
共
通
の
財
産
で
す
。
も

う
一
度
、
利
用
マ
ナ
ー
を
考
え

て
い
た
だ
き
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

鰹問 
図
書
館
拶
２
２
‐
３
０
０
５

 催
　
し
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

文
化
財
保
護
強
調
週
間
連
携
事
業

絵
画
で
楽
し
む
・
富
良

野
の
歴
史
的
建
造
物
展

　
水
彩
画
家
・
今
井
克
が
、
市

内
の
歴
史
的
建
造
物
を
モ
チ
ー

フ
に
描
い
た
水
彩
画
　
点
を
展

１１

示
す
る
ミ
ニ
企
画
展
で
す
。
今

年
描
い
た
新
作
５
点
も
登
場
。
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ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
　
月
１
日
鰹金 
～
９
日
鰹土 

１１

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
（
９
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ
　
博
物
館
 

入
場
料
　
無
料

鰹問 
博
物
館
拶
４
２
‐
２
３
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
　
回
富
良
野
市
民
糖
尿
病
講
演
会

２１
こ
わ
い
ぞ
 糖
尿
病

と
　
き
　
　
月
９
日
鰹土 

１１

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

内
　
容
　「
高
齢
者
と
糖
尿
病
」

糖
尿
病
に
関
し
て
高
齢
者
が
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
な
ど
を
専
門
医
が
伝
え
ま
す
。

講
　
師
　
宮
本
 義
博
さ
ん
（
市

立
旭
川
病
院
糖
尿
病
・
代
謝
内

科
診
療
部
長
）

参
加
料
　
無
料

鰹問 
富
良
野
医
師
会

　
　
　
　
拶
２
２
‐
２
７
６
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ピ
ア
ネ
ッ
ト
ふ
ら
の
 

　
　
　
　
　
  研
修
会

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１１

１０

　
　
　
　
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

講
　
演
　
薬
物
乱
用
防
止
教
室

～
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
ま
す
か
？
～

講
　
師
　
行
徳
 亨
さ
ん
（
富
良

野
保
健
所
）

参
加
料
　
無
料

鰹問 
ピ
ア
ネ
ッ
ト
ふ
ら
の
（
 蔵
  田
 さ
ん
）

く
ら
 
た

拶
０
８
０
‐
６
０
６
７
‐
５
３
８
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 檻
 の
中
の
ラ
イ
オ
ン

お
り

　
憲
法
＝
檻
、
権
力
＝
ラ
イ
オ

ン
に
例
え
、
パ
ペ
ッ
ト
を
使
っ

て
解
説
す
る
日
本
一
わ
か
り
や

す
い
憲
法
の
お
話
で
す
。　

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹火 

１１

１２

　
　
　
午
後
６
時
～
８
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
東
春
地
区
コ
ミ
セ
ン

講
　
師
　
 楾
  大
樹
さ
ん
（
弁
護

は
ん
ど
う

士
・
ひ
ろ
し
ま
市
民
法
律
事
務
所
長
）

参

加

料
　
千
円
（
高
校
生
以
下

無
料
）

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、キ

ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
は
あ
り
ま
す
の

で
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加

く
だ
さ
い
。

鰹問 
ふ
ら
の
チ
ャ
ラ
ン
ケ
の
会

（
黒
木
さ
ん
）

拶
０
８
０
‐
６
０
７
２
‐
９
６
９
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

S
P
A
R
K
B
R
A
S
S

ス
パ
ー
ク

ブ
ラ
ス

Q
U
IN
T
E
T

ク
イ
ン
テ
ッ
ト

　
富
良
野
圏
域
を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
金
管
五
重
奏
ユ
ニ

テ
ッ
ト
が
、
奏
で
る
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１１

１７

　
　
　
　
午
後
２
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
富
良
野
演
劇
工
場

演
奏
曲
　
「
ウ
ェ
ス
ト
サ
イ
ド

ス
ト
ー
リ
ー
」
よ
り
、
と
な
り

の
ト
ト
ロ
メ
ド
レ
ー
、
序
曲
と

ア
レ
グ
ロ
ほ
か

チ
ケ
ッ
ト
　
５
０
０
円
（
小
学

生
以
下
無
料
）

販
売
所
／
問
合
せ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ン
ド
お
お
み
ち
 

 拶
２
３
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

税
を
考
え
る
週
間
　

　
小
・
中
学
生
書
道
展

　
　
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の

１１

１１

１７

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
あ
わ
せ

て
、
富
良
野
地
方
青
色
申
告
会

連
合
会
主
催
の
小
中
学
生
の

「
税
の
書
道
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹月 
～
　
日
鰹日 

１１

１１

１７

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、
東
山
支
所

鰹問 
税
務
課
拶
３
９
‐
２
３
0
2

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
市
民
講
座

●
手
打
ち
の
楽
し
さ
を
！

本
格
！
「
そ
ば
打
ち
」
体
験
講
座

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１１

２４

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

広告

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
郡
司
 正
行
さ
ん

定
　
員
　
先
着
　
人
（
成
人
） 

１６

料
　
金
　
１
８
０
０
円
（
材
料
代
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
頭
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
）、
持
ち
帰
り
用
容
器

申
込
み
　
　
月
　
日
鰹火 
ま
で
に

１１

１９

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
市
民
健
康
講
座

●
肩
が
痛
い
・
・
五
十
肩
？

　
　
肩
の
痛
み
の
真
相
と
は

　
「
肩
が
痛
い
け
ど
、
年
だ
か
ら

仕
方
が
な
い
」「
肩
が
痛
く
て
も

我
慢
す
る
し
か
な
い
」
な
ど
、

肩
の
痛
み
で
悩
ん
で
い
る
み
な

さ
ん
、
こ
の
機
会
に
肩
の
病
気

の
理
解
を
深
め
、
予
防
や
早
期

治
療
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹水 

１１

２７

　
　
　
　
午
後
６
時
～
７
時

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
三
好
 直
樹
さ
ん
（
旭

川
医
科
大
学
整
形
外
科
講
座
助
教
）

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
　
月
　
日
鰹月 
ま
で
に

１１

２５

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
保
健
医
療
課

拶
３
９
‐
２
２
０
０

令和２年度「自動車税スマイル納税キャンペーン」

＼＼ 応援店を３月末まで募集します ／／
　北海道では、自動車税の納期内納税率の向上を図るため、民間
の事業者のみなさんと行政が連携し、納期内に納めた方が応援店
で割引などの特典サービスを受けることができるキャンペーンを
実施しており、応援店として登録いただける事業者を募集します。

■応援店のメリット

　自動車税の納税者に対する　
　PR効果による来店客の増加　

■特典サービスの提供例

　○○円以上の購入で○円割引、
　ポイントカードのポイント付与

　  　協賛金などの費用負担はありませんが、特典にかかる費用
　　  を負担していただきます。道からの補助金はありません。

鰹問 上川総合振興局納税課拶０１６６‐４６‐５１００

！
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勤
務
期
間
　
　
月
１
日
～
来
年
３

１２

月
　
日
（
再
度
の
任
用
制
度
あ
り
）

３１
勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
　

午
前
９
時
　
分
～
午
後
６
時

１５

勤
務
条
件
　
日
給
６
７
９
０
円
、

片
道
２
㎞
以
上
通
勤
手
当
（
上
限
あ

り
）、
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
加
入

応
募
方
法
　
富
良
野
看
護
専
門

学
校
に
あ
る
申
込
用
紙
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
後
、
面
接
を
行
い
選
考

し
ま
す
。
採
用
が
決
定
し
た
時

点
で
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

鰹問 
富
良
野
看
護
専
門
学
校

拶
２
２
‐
５
５
１
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
一
般
世
帯
向
け
住
宅

西
達
布
団
地
（
西
達
布
市
街
）

昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

５４

北
の
峰
南
団
地
（
北
の
峰
町
６
番
）

昭
和
　
年
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

５６

ユ
ー
フ
レ
団
地
（
山
部
北
町
１
番
）

平
成
３
年
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

北
の
峰
団
地
（
北
の
峰
町
　
番
）

２７

平
成
　
年
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

１２

朝
日
町
団
地
（
朝
日
町
２
番
）

平
成
　
年
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

１９

●
一
般
世
帯
向
け
住
宅

　
　
　
　
　
　
（
単
身
入
居
可
）

東
山
団
地
（
東
山
市
街
地
）

昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ
　
　
５
戸

５２

緑
ヶ
丘
団
地
（
山
部
北
町
　
番
）

１１

昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

５４

紅
い
実
団
地
（
山
部
北
町
１
番
）

昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ
　
　
２
戸

５５

●
高
齢
者
等
世
帯
向
け
住
宅

　
　
（
高
齢
者
等
単
身
入
居
可
）

北
麻
町
団
地
（
北
麻
町
２
番
）

平
成
　
年
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

２７

受
付
期
間
　
　
月
５
日
鰹火 
～
　
日
鰹金 

１１

１５

入
居
資
格
　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方
な
ど

※
く
わ
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
み
　
都
市
建
築
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類

（
収
入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

令
和
２
年
度
入
校
生
募
集

 　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
で
は
、
求
職
中
の

障
が
い
者
の
入
校
生
（
訓
練
期

間
6
カ
月
間
、
1
年
ま
た
は
2

年
間
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
　
月
　
日
鰹水 
ま
で

１１

２０

鰹問 
同
校
（
砂
川
市
焼
山
　
番
地
）

６０

拶
０
１
２
５
‐
５
２
‐
２
７
７
４

姉
０
１
２
５
‐
５
２
‐
９
１
７
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

総
合
市
民
相
談
会
　

　
 （
沿
線
総
合
相
談
）

　
行
政
問
題
、
離
婚
・
相
続
な
ど

の
家
庭
問
題
、
借
金
・契
約
問
題
、

労
働
問
題
、
交
通
事
故
、
女
性
・

障
が
い
者
・
い
じ
め
な
ど
の
人
権

問
題
に
つ
い
て
、北
海
道
財
務
局
、

行
政
相
談
委
員
、人
権
擁
護
委
員
、

北
海
道
交
通
事
故
相
談
員
、
旭
川

行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
、

旭
川
地
方
法
務
局
の
職
員
な
ど

が
相
談
を
伺
い
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹金 

１１

２９

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
大
会
議
室

申
込
み
　
交
通
事
故
に
関
す
る

相
談
は
、　

月
　
日
鰹月 
ま
で
に

１１

２５

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
他

の
相
談
は
不
要
で
す
。

鰹問 
市
民
課
 拶
３
９
‐
２
３
０
１

 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

臨
時
職
員
募
集

●
事
務
補
助
員
１
人

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
方
　

業
務
内
容
　
図
書
の
管
理
、
嘱
託

講
師
や
実
習
に
関
す
る
事
務
補
助

勤
務
場
所
　
富
良
野
看
護
専
門
学
校

試  験  日　１次試験：１２月８日鰹日 　
　　　　　　　　　　午前８時３０分～午後３時３０分
会　　場　富良野市役所
採用予定　虚建築技術職　１人
　　　　　許保育士　　　１人
　　　　　《共通事項》
　　　　　　※新卒・社会人
　　　　　　※年齢・資格要件あり　　　
試験内容　筆記試験（教養・専門）、作文・論文、
　　　　　職場適応性検査
居住要件　採用後、市内に居住が可能な方
受験手続　試験実施要領を確認いただき、総務課
　　　　　職員係（市役所１階）にある申込用紙
　　　　　に必要事項を記入し提出ください。要
　　　　　領及び申込用紙は市のホームページか
　　　　　らダウンロードできます。
受付期間　１１月１日鰹金 ～２０日鰹水 （土日・祝日を除く）
　　　　　午前９時～午後５時まで　
　　　　　※郵送は１１月２０日鰹水 必着

　　申込み／問合せ　総務課　拶拶３９‐２３１３９‐２３１４４

第５回特産品フェ第５回 特産品フェアア

　と　き　１１月２４日鰹日  午前１０時～午後２時 
　ところ　マルシェ２・タマリーバ

午前１０時葛先着１００人にマルハニチロの
　　　　　「濃厚富良野にんじん物語」プレゼント

午前１１時葛農産品が当たる！じゃんけん大会

  正  午　葛先着１００人に「ふらの牛乳」無料配布

午後１時４５分葛景品付き！もちまき大会

富良野地方の特産品が
マルシェ２に大集合

３００円で野菜の詰め放題もあります！
（無くなり次第終了)

鰹問 富良野地方物産振興会　拶２２‐５４４３
（富良野物産観光公社・マルシェ内）

補助券２枚で豪華景品が当たる
抽選会にチャレンジしよう！
※５００円お買い上げことに

　補助券１枚プレゼント 

「ふらのワインパミス

（搾りかす）を利用した

パン」の試食会も開催！

特
別
奉
仕

注
目
の
品

富富良良野野市職市職員員募募集集
令和２年４月１日採用予令和２年４月１日採用予定定
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原案を作成した理由及び概要
　市内に工場や指定施設を新設、または増設し、新た
に従業員を雇用する事業者を支援するため、条例及び
施行規則の一部改正を行います。
　具体的には対象施設を工場から事業所へ改め、製造
業以外の業種も含めて、事務所や店舗、倉庫、福利厚
生施設など、その業種に関連する施設とします。また、
指定施設については、企業立地の需要が見込まれる観
光施設とし、具体的な施設を規定します。
　さらに、人手不足が深刻である雇用情勢を踏まえて、
事業者が新たに従業員を雇用するための採用期間を延
長し、市内の労働力人口を維持するため、市外からの
転入者を雇用する事業者に対して、補助金額を増額す
るなどの改正を行います。

   　　意見提出先／問合せ

　　　　経済部商工観光課
　　　　　〒０７６‐００３１ 富良野市本町２番２７号
　　　　　　　コンシェルジュ フラノ２階  
　　　　　　　志３９‐２３１２　思２３‐２１２３　　　　　　
　　　　　　　死kankou-ka@city.furano.hokkaido.jp

富良野市企業振興促進条例及び
施行規則の一部改正について

コ メパ ブ

原案（全文）の公表場所
　行政情報コーナー（市役所１階市民ロビー）、
　担当課窓口、山部・東山支所窓口、　
　文化会館ロビー、図書館ロビー、市ホームページ

意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方　
許市内で働いている方、学んでいる方
距市内に事業所がある法人やその他の団体

意見の提出方法
虚封書・FAX・メールなど書面（様式は自由）、
　録音テープでお寄せください。　
許担当課窓口に直接提出（郵送可）　
距意見を提出するときは、住所・氏名などを記入して 
　ください。公表はしませんが、記入がない場合には
　回答できない場合もあります。

募集期間　１１月１８日(月)まで

原案を作成した理由及び概要
　従来の急速な都市化を前提としたまちづくりは、す
でに役割を終え、これからの安定・熟成した都市型社
会の中では、人々の価値観や生活様式に対応した快適
さ、豊かさ、生きがいを感じられる、地域特性を活か
した個性あふれるまちづくりを進めていくことが求め
られています。
　そのため老朽化する市庁舎や文化会館などが集積す
るエリアに、市民の文化芸術活動の拠点となり、地域
コミュニティの再生に寄与する文化会館（複合施設）
を建設し、施設周辺の道路環境整備を行い、隣接する
経済活動の中心となる中心市街地との連動性を高め、
にぎわいのあるコンパクトなまちづくりをめざすため、
計画を策定するものです。

   　　意見提出先／問合せ
　　　　建設水道部都市建築課
　　　　　〒０７６‐８５５５ 富良野市弥生町１番１号
　　　　　　　志３９‐２３１６　思３９‐２３３２
　　　　　　　死kenchiku-ka@city.furano.hokkaido.jp

都市再生整備計画（富良野文教地区）《案》
の策定について

募集期間　１１月１９日(火)まで

みなさんのご意見をお寄せください

令和元年度
富良野市PTA連合会研究大会

家庭教育講演会
講師　平田 オリザさん
劇作家・演出家  大阪大学特任教授

主催：富良野市PTA連合会・富良野メセナ協会・市教育委員会

と　き　１１月１８日鰹月 　午後６時３０分～８時３０分
ところ　文化会館２階大会議室

講　演　コミュニケーション教育と新しい学力

　　　　～大学入試改革を見据えて～

申込み　１１月１１日鰹月 までに電話で申し込みください。
　　　　※団体ごとに周知されている場合は、それぞ

　　　　　れの案内に従って申し込みください。

　　　　※託児もありますので、希望される方はお知

　　　　　らせください。

申込み／問合せ　社会教育課　拶３９‐２３１８

テーマ「子と共に学ぶ子育て」

１１１１月月９９日日はは１１１１９９番番のの日日
　火災や救急・救助は１分１秒を争います。
１１９番通報した際、場所などを正しく伝えら

れなければ消防車や救急車の到着が遅れ、

被害が大きくなり、助かる命も助からない

場合があります。慌てずに落ち着いて、質

問に答えてください。

　間違って１１９番通報をしてしまった場合

は直ぐに電話を切るのではなく、間違いで

あることを伝えてください。間違いと確認

ができないまま電話が切れた場合、

緊急性があると判断し折り返し

電話します。

　１１９番は緊急時のみ使用して

ください。災害などの問い合わ

せについては消防署のテレホン

サービスにおかけください。

　　

皿

テレホンサービス　拶２３‐２７１９

鰹問 富良野消防署　拶２３‐５１１９

【共通事項】
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災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

▼10月の1週目から演劇祭の取材に行きました。
小学４年生は初めての演劇工場の舞台で、リ
ハーサルでは笑いのある楽しげな練習でしたが、
本番当日に見せた迫力のある演技と高い完成度、
一体感のある舞台に感動。取材で聞いた富良野
ＧＲＯＵＰの俳優さんや出演者のみなさんの話
しにも感動。心が温かくなるのを感じた演劇祭
でした。（ム）

▼市役所では、広報紙やFacebookで行政情報など
を発信する広報活動とともに、コミュニティFM・
ラジオふらの（７７.１MHz）を活用して、「声の広報
活動」も行っています。特に、「元気ハツラツ！ま
ちづくり」では、職員自ら出演して施策などをお
伝えしています。放送スケジュールは、このペー
ジの下段に掲載していますので、ぜひ、お聴きく
ださい。昨年から再放送も行っています。（む）

■ラジオ広報ふらの
　毎週　月曜日～金曜日　午前９時～９時５分

　　　　　　　　　　　　午後５時３０分～５時３５分（再放送）

■元気ハツラツ！まちづくり
　１１月１６日鰹土 　午前１０時～１１時

　１１月２７日鰹水 　午前１１時～正午（再放送）

■いま知りたい！ふらのＱ＆Ａ

　毎週　月曜日～金曜日　午後０時１５分～０時２５分

　　　　　　　　　　　　午後５時４０分～５時５０分（再放送）

わが家の
ペットと

モコ（７歳 ♀）
ミニチュアピンシャー

愛犬家も大迷惑！ペットのフンは持ち帰りましょう

身近な人の富良野暮らしを
ペ ッ ト と 一 緒 に
リレー形式で紹介します

　
　何でも食べちゃう。折り
紙をしていたら、パクっと
くわえて逃げるんです。返
してくれないので、おやつ
をあげるふりして取り返し
ます。
　クッションで三角のお家
を作ってあげると、喜んで
入ってくれます。中で丸
まって寝ているところがか
わいいです。

　みどり幼稚園（６歳・年長）
　両親と弟の４人家族

　幼稚園で得意なことは「三点倒立」です。最初はできなかっ
たけど幼稚園の先生に教えてもらって、５歳のときに三点倒
立100秒ができるようになりました。
　いま楽しいのはプールです。「ふらっと」で習っています。最
近、深くて大きい方のプールに移りました。台から台にバタ足
で泳いでいきますが、遠くにあるときは難しいです。

佐藤 こころ ちゃん
（ 春日町 ）

今月は

犬の名前

笑 顔 の

リ レ ー

80

【お知らせ】
「わが家のペットと笑顔のワ」は、
来月から「わんわんパトロール」のコーナーに変わります。


